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１．静岡市街地内の交通の流れ 

・ 新東名およびアクセス道路の開通により、静岡市街地の交通の流れが大きく変化しま

した。 
・新東名新静岡ＩＣと市街地を結ぶ（主）山脇大谷線の交通量が増加（最大４７％増） 

・安倍川渡河断面の一般道路では、交通量が減少傾向（最大１３％減） 

■市内の交通量の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■静岡市街地の交通分散イメージ 
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新東名と静清バイパスが （主）山脇大谷線を経

由して連結することで、高速道路へのアクセス性

向上が図られています。 
また、静清バイパスの唐瀬IC～羽鳥IC4車線化に

より、市街地への交通分散が図られています。 
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開通前（３８５百台/日） 
開通後（３９３百台/日）  
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至 梅ケ島 

開通前（５２百台/日） 
開通後（５８百台/日） 

開通前（８８百台/日） 
開通後（１２９百台/日） 

開通前（４６４百台/日） 
開通後（５３３百台/日） 

開通前（６百台/日） 
開通後（１７百台/日） 

開通前（２４２百台/日） 
開通後（２３０百台/日） 

開通前（４３２百台/日） 
開通後（４０８百台/日） 

開通前（３４６百台/日） 
開通後（３２１百台/日） 

開通前（２４８百台/日） 
開通後（２１６百台/日） 

開通前（２５５百台/日） 
開通後（３１５百台/日） 

開通前（２７４百台/日） 
開通後（３１６百台/日） 

開通前（２８０百台/日） 
開通後（２５７百台/日） 

５％以上増加

増減率５％以下

５％以上減少

開通前交通量と比較して

凡例

１１％増加 

４７％増加 

１５％増加 

１７６％増加 
８％減少 

１３％減少 

７％減少 ６％減少 

５％減少 

 開通前（２５２百台/日） 
開通後（２５０百台/日） 

１％減少 

※2 

２％増加 

１５％増加 

２４％増加 

調査時期：開通前（H23年11月） 

       開通後（H24年10月）（※高速はH24年11月） 

※一般道の交通量は平日調査のもの 

※2 H24年5月 
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至 東京 

至 東京 

至 名古屋 
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２．医療搬送における所要時間の短縮 

・ 市内の救急搬送等で新東名が利用され、搬送時間が短縮し、傷病者への負担も軽減さ

れています。 

・ 清水区宍原
ししはら

地区から静岡県立総合病院への搬送時間は、新東名開通後２８分短縮し、

２０分で病院に到着が可能となりました。 

・ 傷病者をより迅速に病院に搬送できるようになり救命の確率が高まりました。 

■新東名利用による救急搬送について 

 

 

 

 

 

■宍原
ししはら

地区から静岡県立総合病院への搬送の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：静岡市消防局ヒアリング 

 新東名を利用することで、一般道路のカーブやア

ップダウン、段差などを回避でき、振動による傷病

者への負担を軽減することができています。 

 また、病院到着時間が短縮し、より迅速に治療が

できます。 

多量出血の際の死亡率が 

93％から16％に低下 

※清水区宍原地区から静岡県立総合病院に搬送した場合 

 （開通前ルート）国道５２号⇒国道１号静清バイパス 

 （開通後ルート）国道５２号⇒新東名高速道路（新清水IC⇒新静岡IC)⇒（主）山脇大谷線 

開通前所要時間：平成２２年道路交通センサス混雑時平均旅行速度から算出 

  開通後所要時間：新東名高速道路、主要地方道山脇大谷線）規制速度から算出 

       （上記以外の道路）平成２２年道路交通センサス混雑時平均旅行速度 

93%
分 

開通前は4488分分  
（国道５２号⇒国道１号ＢＰ） 

静岡県立総合病院 

開通後は2200分分  
（国道５２号⇒新東名⇒（主）山脇大谷線） 

48分 20分 
16%
 

至 名古屋 

至 東京 

至 静岡ＩＣ 

宍原地区 
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３．新東名アクセス道路の開通による効果 

・ 新東名の開通に合わせて、新静岡ＩＣに連絡する主要地方道山脇大谷線、葵大橋（（主）

井川湖御幸線）が整備されました。 

・ 狩野
か の う

橋では、交通量が２５％減少し、周辺住民からは「到着時間が読める(６１％)」

「早く着ける（５２％）」との声が聞かれ、沿道地域の生活環境が向上しました。 

■新東名アクセス道路の開通による交通流動の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■周辺住民の実感 
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【開通後】 新静岡ＩＣ 
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【開通前】 
これまでは、美和街道に

自動車が集中し、狩野

橋で渋滞が発生 

 

葵大橋、（主）山脇大

谷線完成後は、交通

が分散し、美和街道、

狩野橋の渋滞が緩和 

■狩野橋・葵大橋の交通量 

出典：安倍口学区、美和学区住民アンケート 

 葵大橋と（主）山脇大谷線が整備さ

れて、流通センターや国吉田方面のス

ーパーに行けるようになりました。 

 流通センターまでは、１３分くらい

短くなりました。 

 静岡赤十字病院までの時間が15分

くらい短くなり助かっています。 

60.9%

52.3%

47.2%

21.3%

14.0%

5.5%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80%

渋滞が少なくなり、到着時間がよめる

ようになった

目的地に早く着けるようになった

運転時の負担が軽くなった

交通事故の危険性が少なくなった

自転車や歩行者が安全に通行できる

ようになった

今まで行かなかったスーパーや病院

等に行くようになった

その他
n=235

【開通前】 

【開通後】 

■狩野橋の状況 
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出典：静岡市交通量調査 

開通前：平成22年11月、開通後：平成24年10月、平日 

安倍川を渡る交通

量は１０％増加 

狩野橋の交通量は

２５％減少 

狩野橋 葵大橋

 葵大橋 上段：新東名 

下段：葵大橋 
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